
















概要:地域における周産期医療の需要を検討するためには,第一段階として,地域における

母子保健統計を用いて,ポピュレーショナル・ベースででの実態を把握することが必要で

ある。今回は周産期医療のなかで最も問題であり,また医療の地域化の指標にもなる超未

敦児に焦点を当て,東京都におけるその出生数(率)と死産比について,1979 年～1988 年ま

での年次推移を検討し,今後のニーズを推測してみた。これによると,死産比は年々漸減し,

これにともなって出生数(率)は年々増加傾向を示していた。これは,単純に死産が減少し,

相対的に出生が増加してきただけではなく,「少産少子」時代を迎え,一人一人の胎児・新

生児の価値の上昇と,周産期医療の進歩により,超未熟児の救命率が上昇し,無欠生存を期

待できる症例が増加してきたという医療的背景が大きく関与している。反面,これらの超

未熟児を救命し,無欠生存を求めるためには,周産期医療機関の体制整備と周産期医療の地

域化を中心とした医療システムの整備が重要なポイントとして求められることになるもの

と考えられた。


